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再生ポリプロピレン（PP）

ユニット H　駒平　板（天板・側板・底板兼用） 平板ハーフ
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1ユニット=梁体＋脚13本
※写真・図面はAB-13です。

単位：mm

単位：mm

■仕様
ユニット名称

柱位置
（●印）

空隙率（％）

鉛直許容応力
（kN/m2）

209.0短期

長期

水平許容応力
（kN/m2）

短期

長期

148.0 89.0

76.076.0

約95

76.0

21.521.521.5

29.439.249.0

AB-13 AB-09 AB-05

（平板、H駒を含む材料費。）
※直方体形状での価格であり、トレンチや複雑な槽形状は除きます。

〈注意〉
●形状により部品点数が異なりますので、容量も含め詳細は別途見積もりが必要です。
●30m3未満の場合はご相談ください。
●一段積みの場合はご相談ください。

※上記価格には消費税・工事費は含まれておりません。
áは受注生産品です。担当者までお問い合わせください。

※実測値にもとづき算出した数値であり保証値ではありません。
※算出には公益社団法人雨水貯留浸透技術協会発行 プラスチック製地下貯留浸透施設

技術指針（案）【平成30年度版】を準拠しております。

単位：mm
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ユニット
4段積以上

アクアブリック
（30m3以上）

36,000円
33,000円
29,000円

規　格

AB-13
AB-09
AB-05

38,000円
35,000円
31,000円

ユニット
2～3段積

設計価格（m3）
品　名商品コード
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á
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単位：mm

アクアプラ工法

第4回 国土技術開発賞  受賞第4回 国土技術開発賞  受賞

雨水貯留・浸透槽用貯留材

アクアプラ工法
穴付き板とパイプを組み合わせた
梁・柱構造のプラスチック製貯留材を
用いた雨水貯留浸透工法のこと

アクアブリック ユニット
（4段積の場合）

2.7m 2.1m 1.6m

AB-13ユニット名称 AB-09 AB-05 備考
土の単位体積重量を、18kN/㎥とし、耐震性能（レベル2地震時）を
必要としない場合（死荷重による）の最大土被り厚とします。

土の単位体積重量を、18kN/㎥とします。

土の単位体積重量を、18kN/㎥とします。

3.082m（2.568m※）

3.2m（2.7m※）

最大施設高さ

最大埋設深度

最大土被り

■適用範囲（最大土被り・最大施設高さ・最大埋設深度）

1ユニットは約2kg程度と軽く、人力施工が可能です。
部品点数も3点と少なく、特別な工具も必要ありません。

施工の省力化

高い空隙率による掘削量、残土量の抑制、人力による迅速な
施工でトータルコストを低減できます。

優れた経済性

地下にコンパクトな貯留・浸透槽を設置するため、上部の土地は
駐車場、公園、歩道等に活用できます。

土地の有効活用

素材のPP（ポリプロピレン）は、再生材料を使用しています。

環境に配慮した素材

利　点
プラスチック製のブロック形状のため、狭小な土地にでも容易に設置できます。

高強度 T-25に対応
車両総重量25tまでの車両乗り入れが可能(AB-13の場合、鉛直方向の許容圧縮応力は
209kN/m2)。最適な形状設計で製品の発生応力を分散し、軽量かつ高強度を実現。
（土被り50cm以上）

シンプルな構成
ユニットサイズは□約500mm×高さ約250mmで設計自由度が高く、空隙率は部材
構成により93～96％の範囲の中で、効率的な雨水の貯留が可能。

1045mm

10
54
m
m

完成寸法（例）（4段の場合）

※（ ）地表載荷荷重有の場合 駐車場・車両通路等の利用がある。

アクアブリック
浸透型　160㎥　

茨城県 那珂市
商業施設・店舗

アクアブリック
貯留型　100㎥　

岡山県岡山市
商業施設・店舗 駐車場

アクアブリック
浸透型　70㎥　

埼玉県 北本市
商業施設・店舗

アクアブリック
浸透型　340㎥　

福島県 
工場

施工事例
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